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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳類、特にヒトへの治療薬の送達のための方法での使用のため、超音波に曝されると
き物理的変化を受ける超音波粒子であって、当該方法は、（ｉ）超音波粒子を投与するス
テップと、（ｉｉ）超音波の付与により影響を受けて治療薬の放出を可能にする超音波剤
形で治療薬を投与するステップと、（ｉｉｉ）前記超音波粒子が、エコー及び／又は放射
を含む音響反応の検出を受けて、超音波粒子の少なくとも幾らかの物理的変化に影響を与
えるため超音波を付与する最初の付与ステップと、
（ｉｖ）超音波剤形からの治療薬の放出を刺激するための超音波を更に付与するステップ
とを有する、超音波粒子。
【請求項２】
　前記治療薬を有するキャリアの形式で前記治療薬が投与され、前記キャリアは超音波粒
子である、請求項１に記載の超音波粒子。
【請求項３】
　超音波粒子の少なくとも２つのセットが投与されて、超音波に曝され、一方のセットは
音響特性の検出を受けることにより撮像トレーサーとして役立ち、他方のセットは治療薬
を有して放出する送達手段として役立つ、請求項１又は２に記載の超音波粒子。
【請求項４】
　前記撮像トレーサーが投与されて音響特性の検出を受ける第１のフェーズとしての計画
フェーズと、前記送達手段が投与され、前記治療薬の放出を行う第２のフェーズとしての
処置フェーズとを有する、請求項３に記載の超音波粒子。
【請求項５】
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　前記撮像トレーサー及び前記送達手段は、同時に投与され、選択的に撮像及び治療薬放
出のために活性化される、請求項３に記載の超音波粒子。
【請求項６】
　治療薬なしの超音波粒子の第１のセットと治療薬を有する超音波粒子の第２のセットと
を有する、混合物。
【請求項７】
　第１のセットは、低い超音波強度でさえ音波を発生する粒子を有し、第２のセットは、
活性超音波閾値よりも低いとわずかな音波を発生する粒子を有する、請求項６に記載の混
合物。
【請求項８】
　第１のセットは、相対的に低い活性超音波閾値を備えた粒子を有し、第２のセットは、
相対的に高い活性超音波閾値を備えた粒子を有する、請求項６又は７に記載の混合物。
【請求項９】
　第１のセットは、相対的に薄い殻の超音波粒子を有し、第２のセットは、第１のセット
と同じ殻組成及び殻構造を持った、相対的に厚い殻の超音波粒子を有する、請求項６乃至
８の何れか一項に記載の混合物。
【請求項１０】
　第１のセットは、ガス充填マイクロスフェアを含む、請求項６乃至９の何れか一項に記
載の混合物。
【請求項１１】
　前記治療薬がフォーカスされた超音波で送られる熱により活性化される粒子内に含まれ
る、請求項１０に記載の混合物。
【請求項１２】
　薬剤としての請求項６乃至１１の何れか一項に記載の混合物。
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